
『資料１ 平成２６年度新規事業候補箇所 選定の考え方 Ｐ８』を修正

《直轄事業》

○高規格幹線道路

渋滞

30 函南
か ん な み

～修善寺
し ゅ ぜ ん じ

ＪＣＴ 静岡 16km 検討中 未 未

31 天城湯ヶ島
あ ま ぎ ゆ が し ま

～河津
か わ づ

静岡 15km 検討中 未

32 程野
ほ ど の

南信濃
み な み し な の

長野 13km 検討中 未

未事業化区間の状況

No 路　線　名 区　間 都道府県名 延長

ネットワークとしての課題 並行する現道の課題 事業実施環境　※７

事前通行
規制区間
（有・無）
※４

主要渋滞箇
所

（有・無）
※５

備　　　考

主要都市間の
到達困難性

大規模災害に対する
主要都市・拠点間の脆

弱性

防災 走行性

ルート・構造
の検討状況

都市計画の状況
環境影響評価の

状況連絡速度
◎：40km/h未満

○：40～60km/h未満

防災評価
レベル
※１

津波浸水
区域

（有・無）
※３

冬期
スタック
（有・無）

H23年度～
H24年度

※６

D伊豆縦貫
い ず じ ゅ う か ん

自動車道 ○ ○○ ○

新

32 程野～南信濃 長野 13km 検討中 未

33 水窪北
み さ く ぼ き た

～佐久間
さ く ま

静岡 20km 検討中 未

34 すさみ～串本
く し も と

和歌山 19km D ○ ○ 確定

35 串本
く し も と

～太地
た い じ

和歌山 19km D ○ ○ 検討中

36 新宮
し ん ぐ う

～熊野
く ま の 和歌山

三重
25km ○ ○ 検討中

37 熊野
く ま の

～大泊
おおどまり

三重 5km ○ 確定

38 巨椋
お ぐ ら

ＪＣＴ～城陽
じょう よ う

ＪＣＴ 京都 6km 検討中 未 未

39 奈良北
な ら き た

～奈良
な ら

奈良 6km 確定
完

（H20.3)
（H20.4）

完
（H20.3)
（H20.4）

大深度トンネル構造のため、コスト縮減の検討が必要

40 北近畿豊岡
き た き ん き と よ お か

自動車道 豊岡
と よ お か

南
みなみ

～豊岡
と よ お か

北
き た

兵庫 7km ○ Ｂ ○ 検討中 未 手続き中

41 中国横断
ち ゅう ご くおう だん

自動車道　岡山米子
お か や ま よ な ご

線 米子北
よ な ご き た

～境港
さかいみなと

鳥取 20km ○ D ○ ○ 検討中 未 未

43 福光
ふ く み つ

～江津
ご う つ

島根 14km ○ B ○ 手続き中 手続き中

44 須子
す こ

～萩
は ぎ 島根

山口
67km ○ D ○ ○ ○ 検討中 未 未

す ね お づ き

三遠南信
さ ん え ん な ん し ん

自動車道 ○ D

○

○

近畿
き ん き

自動車道　紀勢
き せ い

線

D

京奈和
け い な わ

自動車道 ◎ －

42

山陰
さ ん い ん

自動車道

はわい～大栄
だ い え い

東伯
と う は く

鳥取 14km ○ D

○

検討中

検討中 未 未○

45 三隅
み す み

～美祢
み ね

ＪＣＴ（小月
お づ き

） 山口 43km D ○ 検討中 未 未

46 佐賀
さ が

～四万十
し ま ん と

高知 20km ○ D ○ 検討中 未 未

47 宿毛
す く も

～内海
う ち う み 高知

愛媛
33km D ○ ○ 検討中 未 未

Ｃ

Ｂ

検討中 未

検討中 未

◎ D

51 南九州西回り
みなみきゅうしゅうにしまわり

自動車道 鶴川内
つ る か わ う ち

～川内
せ ん だい

鹿児島 21km ○ D ○ 検討中 手続き中 手続き中

　※１　リンクとしての評価レベル：主要都市・拠点間を「耐災害性」、「多様性」の観点からA～Dの評価レベルに等級分け

（H24年度末供用済みネットワークによる評価）

　　　A：主経路は災害危険性は低く、かつ、速達性のある道路、及び、迂回路も災害危険性が低く、迂回率は1.5未満

　　　B：主経路は災害危険性の低い道路（必要に応じて速達性を確保）、（迂回路は災害危険性が高い、又は、迂回率は1.5以上）

　　　C：主経路は災害危険性は高いが、迂回路は災害危険性が低く、迂回率は1.5未満

　　　D：主経路は災害危険性は高く、迂回路も災害危険性が高い、又は、迂回率が1.5以上

　　　※災害危険性の高い道路とは、

・津波被害が想定される道路

事前通行規制区間において地震時に土砂災害等の恐れのある道路

四国横断
し こ く お う だ ん

自動車道
○

48 九州横断
きゅうしゅうおうだん

自動車道　延岡
の べ おか

線 矢部
や べ

～蔵田
く ら た 熊本

宮崎
51km ○

○49 東九州
ひがしきゅうしゅう

自動車道 日南
に ち な ん

～志布志
し ぶ し 宮崎

鹿児島
41km ○ D

検討中

○50 西九州
にしきゅうしゅう

自動車道 松浦
ま つ う ら

～佐々
さ ざ

長崎 19km 確定
完

（H25.7)
完

（H25.7)

※２

修正箇所

・事前通行規制区間において地震時に土砂災害等の恐れのある道路

・耐震補強未了の橋梁等のある道路

のいずれかに該当するもの

 　※２　近隣の事業中箇所が事業完了により改善の見込み

  　※３　津波被害が想定される区域（過去に実際に津波被害を被った道路の区間又は科学的根拠により設定された津波浸水想定区域内にある道路の区間）

  　※４　大雨や台風による土砂崩れや落石等の恐れがある箇所について、過去の記録などを元にそれぞれ規制の基準等を定め、災害が発生する前に通行止めなどの規制を実施する区間

  　※５　データに基づく客観的な分析を基本としつつ、道路利用者の意見や地域性を反映した評価方法の検討により、地域の実感との整合を図り渋滞対策協議会等において選定された箇所

 　※６　H23・24年度の冬期において雪等の影響により車両が立ち往生したものを道路管理者が把握した区間

　※７　「未」：未着手　　　「斜線」：手続き不要

《直轄事業》

○高規格幹線道路

未事業化区間の状況

渋滞

30 函南
か ん な み

～修善寺
し ゅ ぜ ん じ

ＪＣＴ 静岡 16km 検討中 未 未

31 天城湯ヶ島
あ ま ぎ ゆ が し ま

～河津
か わ づ

静岡 15km 検討中 未

32 程野
ほ ど の

～南信濃
み な み し な の

長野 13km 検討中 未

33 水窪北
み さ く ぼ き た

～佐久間
さ く ま

静岡 20km 検討中 未

34 すさみ～串本
く し も と

和歌山 19km D ○ ○ 確定

35 串本
く し も と

～太地
た い じ

和歌山 19km D ○ ○ 検討中

36 新宮
し ん ぐ う

～熊野
く ま の 和歌山

三重
25km ○ ○ 検討中

37 熊野
く ま の

～大泊
おおどまり

三重 5km ○ 確定

38 巨椋
お ぐ ら

ＪＣＴ～城陽
じょう よ う

ＪＣＴ 京都 6km 検討中 未 未

No 路　線　名 区　間 都道府県名 延長

ネットワークとしての課題 並行する現道の課題 事業実施環境　※７

事前通行
規制区間
（有・無）
※４

主要渋滞箇
所

（有・無）
※５

備　　　考

主要都市間の
到達困難性

大規模災害に対する
主要都市・拠点間の脆

弱性

防災 走行性

ルート・構造
の検討状況

都市計画の状況
環境影響評価の

状況連絡速度
◎：40km/h未満

○：40～60km/h未満

防災評価
レベル
※１

津波浸水
区域

（有・無）
※３

冬期
スタック
（有・無）

H23年度～
H24年度

※６

D伊豆縦貫
い ず じ ゅ う か ん

自動車道 ○ ○

三遠南信
さ ん え ん な ん し ん

自動車道 ○

○ ○

D

○

○

近畿
き ん き

自動車道　紀勢
き せ い

線

D

旧

39 奈良北
な ら き た

～奈良
な ら

奈良 6km 確定
完

（H20.3)
（H20.4）

完
（H20.3)
（H20.4）

大深度トンネル構造のため、コスト縮減の検討が必要

40 北近畿豊岡
き た き ん き と よ お か

自動車道 豊岡
と よ お か

南
みなみ

～豊岡
と よ お か

北
き た

兵庫 7km ○ Ｂ ○ 検討中 未 手続き中

41 中国横断
ち ゅう ご くおう だん

自動車道　岡山米子
お か や ま よ な ご

線 米子北
よ な ご き た

～境港
さかいみなと

鳥取 20km ○ D ○ ○ 検討中 未 未

43 福光
ふ く み つ

～江津
ご う つ

島根 14km ○ B ○ 手続き中 手続き中

44 須子
す こ

～萩
は ぎ 島根

山口
67km ○ D ○ ○ ○ 検討中 未 未

45 三隅
み す み

～美祢
み ね

ＪＣＴ（小月
お づ き

） 山口 43km D ○ 検討中 未 未

46 佐賀
さ が

～四万十
し ま ん と

高知 20km ○ D ○ 検討中 未 未

47 宿毛
す く も

～内海
う ち う み 高知

愛媛
33km D ○ ○ 検討中 未 未

Ｃ

Ｂ

検討中 未

検討中 未

京奈和
け い な わ

自動車道 ◎ －

42

山陰
さ ん い ん

自動車道

はわい～大栄
だ い え い

東伯
と う は く

鳥取 14km ○ D

○

検討中

四国横断
し こ く お う だ ん

自動車道
○

検討中 未 未○

48 九州横断
きゅうしゅうおうだん

自動車道　延岡
の べ おか

線 矢部
や べ

～蔵田
く ら た 熊本

宮崎
51km ○

○49 東九州
ひがしきゅうしゅう

自動車道 日南
に ち な ん

～志布志
し ぶ し 宮崎

鹿児島
41km ○ D

検討中

※２

◎ D

51 南九州西回り
みなみきゅうしゅうにしまわり

自動車道 鶴川内
つ る か わ う ち

～川内
せ ん だ い

鹿児島 21km ○ D ○ 検討中 手続き中 手続き中

　※１　リンクとしての評価レベル：主要都市・拠点間を「耐災害性」、「多様性」の観点からA～Dの評価レベルに等級分け

（H24年度末供用済みネットワークによる評価）

　　　A：主経路は災害危険性は低く、かつ、速達性のある道路、及び、迂回路も災害危険性が低く、迂回率は1.5未満

　　　B：主経路は災害危険性の低い道路（必要に応じて速達性を確保）、（迂回路は災害危険性が高い、又は、迂回率は1.5以上）

　　　C：主経路は災害危険性は高いが、迂回路は災害危険性が低く、迂回率は1.5未満

　　　D：主経路は災害危険性は高く、迂回路も災害危険性が高い、又は、迂回率が1.5以上

　　　※災害危険性の高い道路とは、

・津波被害が想定される道路

・事前通行規制区間において地震時に土砂災害等の恐れのある道路

・耐震補強未了の橋梁等のある道路

のいずれかに該当するもの

 　※２　近隣の事業中箇所が事業完了により改善の見込み

  　※３　津波被害が想定される区域（過去に実際に津波被害を被った道路の区間又は科学的根拠により設定された津波浸水想定区域内にある道路の区間）

  　※４　大雨や台風による土砂崩れや落石等の恐れがある箇所について、過去の記録などを元にそれぞれ規制の基準等を定め、災害が発生する前に通行止めなどの規制を実施する区間

  　※５　データに基づく客観的な分析を基本としつつ、道路利用者の意見や地域性を反映した評価方法の検討により、地域の実感との整合を図り渋滞対策協議会等において選定された箇所

 　※６　H23・24年度の冬期において雪等の影響により車両が立ち往生したものを道路管理者が把握した区間

○50 西九州
にしきゅうしゅう

自動車道 松浦
ま つ う ら

～佐々
さ ざ

長崎 19km 確定
完

（H25.7)
完

（H25.7)



『資料２ 平成２６年度新規事業候補箇所説明資料 Ｐ１』を修正

岩内町 倶知安町

余市町余市町

古平町古平町

積丹町積丹町

神恵内村神恵内村

共和町共和町

仁木町仁木町

赤井川村赤井川村 札幌市札幌市

泊村泊村

第2次医療施設

市立小樽病院など

第2次医療施設

市立小樽病院など

第３次医療施設

手稲渓仁会病院など

第３次医療施設

手稲渓仁会病院など

第２次医療施設
岩内協会病院

第２次医療施設
余市協会病院

R5経由480件/年
(後志地域→札幌･小樽)

小樽市

札幌市

※うち札幌228件、小樽252件

229 5

276

5 20件未満

 21～ 50件未満

 51～100件未満

101～200件未満

201～500件未満

501件

救急搬送件数(H23)

一般国道５号（北海道横断自動車道） 倶知安余市道路(共和～余市)に係る新規事業採択時評価

１．事業概要

・延 長 等：２７．６ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

全体事業費 約１ ０９０億円

・起 終 点：北海道岩内郡共和町字国富～北海道余市郡余市町登町
いわ ない きょうわ ちょう くにとみ よ いち よいちちょう のぼりちょう

（NEXCO事業中）

くっ ち ゃん よ いち きょうわ よ いち

・後志地域の救急搬送は、緊急性の高い

血管疾患に対応可能な２次医療施設のあ

る小樽市や３次医療施設のある札幌市へ

しりべし

さっぽろ

➂住民生活

お たる

倶知安余市道路
くっちゃん よいち

・新千歳空港から国際的観光地ニセコへの速達性を確保し、観光立国の推進に貢献

・約30年周期で噴火を繰り返す有珠山噴火など災害リスクに備えたルートの確保（現道の国道5号は道内最多の冬期スタック区間や、大型車通行支障箇所等が存在）

しん ち とせ

う す ざん

新

京極町

ニセコ町町町ニセコ町

岩内町 倶知安町

寿都町寿都町

黒松内町黒松内町

蘭越町蘭越町

留寿都村留寿都村

ニセコ町ニセコ町 真狩村真狩村

喜茂別町喜茂別町

島牧村島牧村

倶知安厚生病院
第２次医療施設

R230経由153件/年
(後志地域→札幌)

230

229

229

小樽港小樽港

小樽IC

５

229

337

393

337

275 12

452

0

50

100

150

200

新千歳空港－ニセコ 札幌－ニセコ

高次医療60分カバー圏

501件～

後志地域

図５ 後志管内発救急搬送流動状況（H23）
しりべし

２．道路交通上の課題

３．整備効果

倶知安余市道路

（共和～余市）

図１ 広域図

・全体事業費：約１,０９０億円
余市～小樽

L=23.4km

よ いち
（NEXCO事業中）

お たる

黒松内道路

L=4.7km
(H21.11.7供用)

くろまつない

【観光】
線形不良箇所の稲穂峠
などを経てニセコエリア
へアクセス

後志地域
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➀地域経済・地域社会等

倶知安余市道路

さっぽろ

効果１ 個性ある地域の形成 [◎]

新千歳空港～ニセコエリア間の所要時間

現況 約１７０分 → 整備後 約１３５分（約３５分短縮）

札幌～ニセコエリアの所要時間

現況 約１４０分 → 整備後 約１０５分（約３５分短縮）

しん ち とせ

しん ち とせ

・新千歳空港や札幌からニセコエリアへの速達性が向上し、

観光立国の推進に貢献(図６) 
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図６ 新千歳空港・札幌
～ニセコエリアの所要時間

（H24冬期プローブデータ）
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・通行支障箇所の解消により 物流の効率化及び代替機能の向上が図られ 函館方面と小樽港な
はこ お たるだて

・高速ネットワークを構築することで災害･緊急時の迅速な救援･避難に貢献
〇災害への備え
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し 費用と比較したもの）

図３ ニセコエリアの状況

後志地域➀地域経済 地域社会等

・後志地域は国際的な観光地である“ニセ

コ”を有し、年間約1,900万人の観光入込

客があるが、新千歳空港や札幌からの移動

に時間がかかるなど、アクセス性が課題

(図３)
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▼H12噴火時の本州札幌間
宅配貨物輸送状況

➁災害・緊急時

・後志･胆振地域は約30年周期で噴

火を繰り返す有珠山や樽前山が存

在。

・国道５号は、太平洋側ルートの代

替路や原発周辺地域の避難経路等

として、災害・緊急時に重要な役

割を担う路線であり 冬期スタ

しりべし い ぶり

う す ざん たるまえざん

スタック発生回数
道内最多(年平均21回)

さっぽろ

写真１
道内最多の冬期スタック箇所 （稲穂峠）

【発生回数年平均21回（H23,24）】
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物流効率化に資する大型車通行支障箇所の解消

現況 ２箇所 → 整備後 ０箇所

物流の支障となる峠や市街地の通行を回避 （写真１）

現況（峠） １区間 → 整備後 ０区間

現況（市街地） ３区間 → 整備後 ０区間

・通行支障箇所の解消により、物流の効率化及び代替機能の向上が図られ、函館方面と小樽港な

ど道央圏との交流を支援
どうおう

倶知安～小樽間の所要時間
現況 ６７分 → 整備後 ５７分（１０分短縮）

岩内～小樽間の所要時間
現況 ７０分 → 整備後 ５８分（１２分短縮）
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くっ ちゃ ん いわない お たる

・倶知安・岩内方面から小樽・札幌市内の高次医療施設への搬送時間が短縮、また、安静搬送によ

り患者の負担が軽減される等、救急医療を支援。

〇医療施設へのアクセス向上

倶知安～札幌間の所要時間
現況１０３分 → 整備後 ８０分（２３分短縮）

岩内～札幌間の所要時間
現況１０６分 → 整備後 ８１分（２５分短縮）

さっぽろいわない くっ ちゃ ん さっぽろ

さっぽろ

（現況：H25プローブデータ）
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H25年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

B/C EIRR※1 総費用：854億円※2 総便益：1,520億円※2

1.8 7.6%
・事 業 費：782億円

・維持管理費： 73億円

・走行時間短縮便益：1,338億円

・走行費用減少便益： 131億円

・交通事故減少便益： 50億円
図４ 有珠山噴火災害による交通の

転換と国際コンテナ輸送ルート
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【物流】
国道５号の狭小トンネルを避
けるため、道南から小樽港へ
向けた国際コンテナは大幅な
迂回を強いられる

函館 札幌間が鉄道
→トラ ックに転換

資料：H12噴火時の影響についての
ヒアリング （宅配業者）
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割を担う路線であり、冬期スタッ

クの発生、大型車通行支障箇所、

市街地等の交通混雑などの課題が

存在し、迅速な救援・避難活動等

への影響が懸念(図４)
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１．事業概要

倶知安余市道路

（共和～余市）

・延 長 等：２７．６ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約１,０９０億円

・起 終 点：北海道岩内郡共和町字国富～北海道余市郡余市町登町
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・後志地域の救急搬送は、緊急性の高い

血管疾患に対応可能な２次医療施設のあ

る小樽市や３次医療施設のある札幌市へ

依存(図５)
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➂住民生活
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倶知安余市道路
くっちゃん よいち

・新千歳空港から国際的観光地ニセコへの速達性を確保し、観光立国の推進に貢献

・約30年周期で噴火を繰り返す有珠山噴火など災害リスクに備えたルートの確保（現道の国道5号は道内最多の冬期スタック区間や、大型車通行支障箇所等が存在）

効果１ 個性ある地域の形成 [◎]

しん ち とせ

しん ち とせ

・新千歳空港や札幌からニセコエリアへの速達性が向上し、
観光立国の推進に貢献(図６) 
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約8,800台/日 約800台/日 約2,500台/日

・計画交通量：約１２，1００台／日
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線形不良箇所の稲穂峠
などを経てニセコエリア
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効果２ 安全で安心できるくらしの確保 [◎]
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➀地域経済・地域社会等

・後志地域は国際的な観光地である“ニセ

コ”を有し、年間約1,900万人の観光入込

客があるが、新千歳空港や札幌からの移動

に時間がかかるなど、アクセス性が課題

(図３)
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新千歳空港～ニセコエリア間の所要時間

現況 約１７０分 → 整備後 約１３５分（約３５分短縮）

札幌～ニセコエリアの所要時間

現況 約１４０分 → 整備後 約１０５分（約３５分短縮）

しん ち とせ 約１70分

約135分 約140分

約105分

図６ 新千歳空港・札幌
～ニセコエリアの所要時間

（H24冬期プローブデータ）
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・高速ネットワークを構築することで災害･緊急時の迅速な救援･避難に貢献

〇災害への備え

物流効率化に資する大型車通行支障箇所の解消

現況 ２箇所 → 整備後 ０箇所

物流の支障となる峠や市街地の通行を回避 （写真１）

現況（峠） １区間 → 整備後 ０区間

現況（市街地） ３区間 → 整備後 ０区間

・通行支障箇所の解消により、物流の効率化及び代替機能の向上が図られ、函館方面と小樽港な
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H25年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

B/C EIRR※1 総費用：854億円※2 総便益：1,520億円※2

1.8 7.6%
・事 業 費：782億円

・維持管理費： 73億円

・走行時間短縮便益：1,338億円

・走行費用減少便益： 131億円

・交通事故減少便益： 50億円
図４ 有珠山噴火災害による交通の

転換と国際コンテナ輸送ルート
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火山災害時には国道
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国道５号の狭小トンネルを避
けるため、道南から小樽港へ

向けた国際コンテナは大幅な
迂回を強いられる
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➁災害リスク

・後志･胆振地域は約30年周期で噴火

を繰り返す有珠山や樽前山、また、

道内唯一の原子力発電所が存在。

・国道５号は、太平洋側ルートの代

替路等として、災害・緊急時に重要

な役割を担う路線であり、冬期ス

タックの発生、大型車通行支障箇所、

市街地等の交通混雑などの課題が存

在し、迅速な救援・避難活動等への

影響が懸念(図４)
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スタック発生回数
道内最多(年平均21回)

倶知安～小樽間の所要時間
現況 ６７分 → 整備後 ５７分（１０分短縮）

岩内～小樽間の所要時間
現況 ７０分 → 整備後 ５８分（１２分短縮）

いわない くっ ちゃ ん お たるお たる

くっ ちゃ ん いわない お たる

・倶知安・岩内方面から小樽・札幌市内の高次医療施設への搬送時間が短縮、また、安静搬送によ
り患者の負担が軽減される等、救急医療を支援。

〇医療施設へのアクセス向上

倶知安～札幌間の所要時間
現況１０３分 → 整備後 ８０分（２３分短縮）

岩内～札幌間の所要時間
現況１０６分 → 整備後 ８１分（２５分短縮）

さっぽろいわない くっ ちゃ ん さっぽろ

さっぽろ

（現況：H25プローブデータ）

道内最多の冬期スタック箇所 （稲穂峠）
【発生回数年平均21回（H23,24）】


